
基本方針 6

快適で住みよい生活環境と、

豊かな自然に恵まれたまちづくり
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政策分野 13  都市基盤

課　　題

全国的に人口減少が進む中、学研地区の住宅地開発などを背景に木津川市の人口は増加を

続けていますが、地域によっては過疎化や空家・空き地の増加もみられ、人口の増加ペース

は鈍化しています。今後も一定の人口を維持していくため、評価されている住環境の良さや

それぞれの地域が持つ特性を活かし、魅力に磨きをかける取組みが求められています。

京都府内 ・木津川市の空家数及び空家率の推移
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資料：平成 29 年度第 1回木津川市空家対策協議会 資料資料：平成 29 年度第 1回木津川市空家対策協議会資料

方　　針

自然・歴史・文化の豊かさ、交通利便性、関西文化学術研究都市＊との共存などを活かし

ながら、計画的な土地利用により、地域環境に対応した都市機能の充実、集約化とネットワー

ク化を図ります。

また、空家・空き地の利活用、上下水道などの生活インフラの適切な維持管理や整備により、

安全・快適な住環境づくりを進めます。

政策分野 13　都市基盤
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施策①  都市環境

【所管課】学研企画課・まち美化推進課・都市計画課

ア . 計画的な土地利用 ･･･････････････････････････････････

・-都市計画マスタープランに基づき、それぞれの地域の個性を最大限に活かした土地

利用を図り、活力と持続可能で魅力あるまちづくりを進めます。また、都市構造に

ついては、都市機能が有機的に連携したクラスター型＊の都市構造を目指します。

・-良好な都市環境の形成を図るため、まちづくりの進展に応じて、用途地域などの見

直しについて検討します。

・-それぞれの地域の個性を活かした地区計画制度などを活用し、自然・田園などの周

辺環境と都市環境の調和を図り、快適で良好な住環境の維持保全を図ります。

イ . 学研地区の景観形成・土地利用 ･･･････････････････････

・-学研地区においては、住環境や産・学の環境整備を促進し、自然資源の魅力や特性

を活かした土地利用を進めます。

・-中心市街地や学研地区などにおいては、公共空間と一体的な美しさを持った都市景

観の形成に努めます。

ウ . 木津駅東周辺地区整備事業の検討 ･････････････････････

・-学研木津地区の玄関口であるＪＲ木津駅や、市役所をはじめ、行政施設や保健・医

療施設などが集積する駅周辺の中心拠点と城山台地区の間に位置する木津駅東周辺

地区について、計画的な市街地形成に向けた検討を進めます。

エ . 人口減少地域の活性化 ･･･････････････････････････････

・-中山間地域や人口が減少傾向にある地域においては、過疎化・高齢化の進行や農業

の担い手の減少、耕作放棄地の増加などにより、地域活力や多面的機能が低下しな

いよう、地域の活性化・振興を図り、地域とともに移住促進や定住化を推進します。

オ . 情報発信基盤の整備 ･････････････････････････････････

・-情報発信の利便性を図るため、地上デジタル放送難視聴地域や携帯電話の不感地域

において、関係機関と連携を図り、解消に向けた取組みを進めます。

カ . 墓地の適正管理 ･････････････････････････････････････

・-人口増加に対応するため、設置した市営墓地「思いでの丘霊園」の適正な管理・運

営に努めます。

関連計画

 ● 第 1次木津川市都市計画マスタープラン後期計画（2016 ～ 2020 年度）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

人口の社会移動増加数 977 人 ↑

思いでの丘霊園利用区画数 312 区画 437 区画（全区画）

政策分野 13　都市基盤
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施策②  住宅

【所管課】学研企画課・まち美化推進課・施設整備課

ア . 豊かで安心できる住宅セーフティネットの形成 ･････････

・-市営住宅の適正な維持管理と長寿命化を推進し、バリアフリー化などの住環境の整

備について検討します。

・-老朽化する市営住宅について、建替えや用途廃止などの適切な活用手法を検討し、

効果的・効率的かつ計画的に更新を進め、老朽化の解消に努めます。

イ . 市民の安心・安全な生活環境の確保 ･･･････････････････

・-空家バンクなどの対策に関する情報を広く周知し、空家などの発生防止を図るとと

もに、所有者などに対して、適切な管理を促します。

・-利活用可能な空家などを地域の資源ととらえ、利活用や定住促進を図ることで、地

域の活性化やまちの魅力向上につなげます。

関連計画

 ● 木津川市空家等対策計画（2018 ～ 2022 年度）

 ● 木津川市営住宅ストック総合活用（長寿命化）計画（2013 ～ 2022 年度）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

空家バンク登録件数（累計） 3件 ↑

政策分野 13　都市基盤
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施策③  上下水道

【所管課】まち美化推進課・水道業務課・水道工務課・下水道課

ア . 上水道の安定供給 ･･･････････････････････････････････

・-木津川市新水道ビジョンに基づき、水道関連施設の老朽化対応や耐震性の向上及び

長寿命化など、施設更新を計画的に進めます。

イ . 下水道（汚水処理施設）の整備と持続的なサービスの提供 

水洗化の推進

・-下水道事業計画区域内の汚水・雨水の面整備を計画的に進めるとともに、管渠＊や汚

水処理施設などの適切な維持管理を図ります。

・-下水道処理区域外の地域においても、合併処理浄化槽の普及やその適正管理に努め、

市内全域の水洗化を推進します。

下水道経営の健全化

・-公共下水道事業の永続的な経営を行うため、下水道ストックマネジメント計画など

に基づき、経営の健全化・経営状況の明確化を図ります。

関連計画

 ● 木津川市新水道ビジョン（2019 ～ 2028 年度）

 ● 下水道ストックマネジメント計画（2018 ～ 2022 年度）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

汚水処理普及率 98.1％ ↑

政策分野 13　都市基盤
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政策分野 14  交通ネットワーク

課　　題

道路は、市民生活や経済・社会活動を支え、災害時の避難や復旧にも大きな役割を担いま

すが、市内の幹線道路では、慢性的な交通渋滞がみられ、生活道路にも通過交通が流入する

など、渋滞対策や歩行者などの安全確保が必要となっています。

また、高齢化による車を利用できない市民の増加や一部地域での過疎化が進むなか、市民

の日常生活を維持するため、鉄道・バスなどの公共交通の充実が求められています。

木津川市コミュニティバス路線図

木－２

木－１

木－３

山城線
神童子線

当尾線

奥畑線

銭司線西線

山田線

南加茂台線

大畑線

観音寺線

加茂通学線

山城地域
（やましろバス）

木津地域
（きのつバス）

加茂地域
（かもバス）

方　　針

新名神高速道路の開通をはじめとする広域交通ネットワーク向上の優位性を活かし、これ

と連携した市内の道路交通ネットワークの整備を進めるとともに、誰もが安心・安全に移動

できるよう、道路環境の改善を進めます。

また、中心拠点や地域拠点づくりなどのまちづくりと連携し、公共交通ネットワークの改

善とともに、鉄道、コミュニティバスなどの利便性と持続可能性の維持・向上を図ります。

政策分野 14　交通ネットワーク
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施策①  道路

【所管課】指導検査課・建設課・まちづくり事業推進室・管理課・都市計画課

ア . 広域道路網の整備 ･･･････････････････････････････････

・-国道 24 号及び国道 163 号の渋滞の解消や歩道空間の改善に向け、関係機関に積極的

に働きかけ、早期整備を目指します。

・-災害時におけるネットワークの強化・地域経済の活性化のため、木津川右岸において、

宇治木津線（城陽井手木津川線）の新設を促進します。

・-東中央線及び天神山線（国道 163 号木津東バイパス）の早期完成を目指し、国や京

都府との連携に努めます。

イ . 主要地方道の整備 ･･･････････････････････････････････

・-主要地方道上狛城陽線及び天理加茂木津線などについて、京都府と連携・調整を図り、

改良・整備を促進します。

ウ . 地域間循環道路の整備 ･･･････････････････････････････

・-広域幹線道路の整備とともに、木津中ノ川線など市域の地域間を循環する道路網の

整備を図ります。

・-市役所本庁舎へのアクセス道路となる市道木 335 号木津山田川線について、計画的

に整備を進めます。

エ . 地域内生活道路網の整備 ･････････････････････････････

・-安心・安全に、近鉄木津川台駅にアプローチできる歩行者専用道路の整備を推進し

ます。

・-城山台地域から木津市街地へのアクセス道路の整備を進めます。

オ . 道路の適切な維持管理 ･･･････････････････････････････

・-歩行者及び通行の安全性・快適性を確保するため、道路や街路樹の適切な維持管理

に努めます。

関連計画

 ● 道路舗装長寿命化修繕計画（2015 年 3 月策定）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

国道 24 号の混雑度 1.55 1.20

都市計画道路整備率 88.6％ ↑

政策分野 14　交通ネットワーク
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施策②  公共交通

【所管課】学研企画課

ア . 地域公共交通ネットワークの形成 ･････････････････････

・-高齢者、交通弱者などの生活交通手段の確保、外出機会の創出、公共施設の利用促

進を図るなど、生活環境の確保などに配慮するとともに、利用しやすく満足度の高

い持続可能な地域公共交通サービスに向けた取組みを進めます。

・-コンパクトで持続可能な魅力あるまちづくりを実現するために、円滑な公共交通の

確保に向けて、総合的な公共交通施策に取り組みます。

イ . コミュニティバスの運行 ･････････････････････････････

・-交通空白地域の解消に向け、地域の実情に応じ、環境負荷の軽減や観光利用にも適

合したコミュニティバスの運行を目指し、持続可能な公共交通の確保に努めます。

ウ . 鉄道利用者の利便性の向上 ･･･････････････････････････

鉄道網の充実

・-ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期工事が進むＪＲ奈良線について、全線複線化の早

期実現に向け、沿線市町や関連機関と連携を強化します。

・-関西文化学術研究都市＊としての発展やインバウンド＊の誘客拡大、地域振興のため、

ＪＲ片町線・関西本線の高速化・複線化や北陸新幹線南部ルート・リニア新幹線の

早期整備を関係機関へ働きかけます。

・-京阪奈新線の市域内への延伸を関係機関へ働きかけます。

利用者の利便性を高める取組みの推進

・-市内の老朽駅舎の改築や鉄道施設のバリアフリー化を関係機関に働きかけるととも

に、利用者の利便性向上に向けた取組みを推進します。

関連計画

 ● 木津川市地域公共交通網形成計画（2015 ～ 2019 年度）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

コミュニティバスの利用者数 261,357 人 300,000 人

コミュニティバス収支率 38.0％ 50％

政策分野 14　交通ネットワーク
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政策分野 15  自然・環境

課　　題

地球温暖化対策は、将来世代に向けた現世代の責任であり、温室効果ガスの排出削減を進

めるためには、市民、事業者、行政が一体となって取組みを進める必要があります。

また、木津川や里地里山などの豊かな自然環境は、多様な生態系を維持し、市民生活に潤

いを与えてくれていますが、耕作放棄地の増加や都市開発など、周辺の環境変化も踏まえな

がら、将来にわたって適切に維持・管理することが求められています。

景観 ・自然環境を保全するための優先的な取組み

53.6

31.0

34.2

17.1

29.7

3.8

3.5

2.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

不明・無回答

その他

わからない

自然に親しむイベントなど、
緑にふれあう機会をつくる

自然の大切さに関する
幅広い環境教育や啓発活動を行う

まちなかの身近な緑を保全する

河川の清掃活動を行う

放置されている里山の間伐など
適切な維持管理活動を促進する

資料：木津川市のまちづくりに関するアンケート調査結果（市民対象）　中間報告：H29.11

（n=2,022）
（複数回答）

資料：木津川市のまちづくりに関するアンケート調査報告書（平成 30 年 1 月）

方　　針

市として、率先して省エネルギー対策などに取り組むとともに、市民・事業者との協働に

よる環境に配慮した生活や事業活動の普及啓発及び環境学習に取り組み、低炭素＊で循環型

のまちづくりを進めます。

また、木津川市の豊かな自然環境を次世代に守りつなげていくために、それぞれの自然環

境を適切に保全するとともに、自然と共生できるまちづくりを進めます。

政策分野 15　自然・環境
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施策① 地球環境保全
【所管課】まち美化推進課

ア . 地球環境の保全と継承 ･･･････････････････････････････

関連計画

成果指標

施策② 環境美化
【所管課】まち美化推進課・管理課・都市計画課

ア . 木津川や山々の緑の保全と育成 ･･･････････････････････

イ . 宅地内緑化の推進 ･･･････････････････････････････････

ウ . 公園、緑地などの整備・維持管理 ･････････････････････

政策分野 15　自然・環境
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エ . 河川・地下水の水環境の保全 ･････････････････････････

・-市のシンボルである木津川とその支川流域の水質汚濁や土壌汚染などの防止に努め

るとともに、木津川を美しくする会などのボランティアや団体による美化・浄化活

動を支援します。

・-各種の環境測定を行い、市内の自然環境などの継続的な状況把握に取り組みます。

オ . し尿と浄化槽汚泥の安定処理 ･････････････････････････

・-広域化による適正かつ安定的に処理する体制を維持するとともに、処理施設につい

ても適正管理に努めます。

カ . ペットの適正飼養 ･･･････････････････････････････････

・-人と動物が共生・共存できる社会の実現に向け、関係機関と連携し、飼い主のモラ

ルとマナー向上のため、動物の飼養に関する啓発活動を進めます。

関連計画

 ● 生物多様性木津川市地域連携保全活動計画

   　～みもろつく鹿背山再生プラン～（2014 ～ 2023 年度）

 ● 木津川市緑の基本計画（2014 ～ 2023 年度）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

アダプトプログラム＊登録団体数（累計） 39 団体 50 団体

都市公園・緑地施設市民自主管理活動支援事業数（累計）
20 団体

(2018.9 月 )
↑

施策③  循環型社会

【所管課】まち美化推進課

ア . 環境教育と環境保全活動の推進 ･･･････････････････････

・-エコリーダー「くるっと」（木津川市廃棄物減量等推進員の会）、こどもエコクラブ、

地域、学校、事業所などにおける環境教育・環境保全活動の取組みが進むよう連携・

支援に努めます。

イ . ごみの適正処理・減量化 ･････････････････････････････

ごみの適正処理の推進

・-木津川市精華町環境施設組合と連携し、エネルギー回収、温暖化防止などに配慮し

た「環境の森センター・きづがわ」で効率的なごみ処理を図ります。

・-廃棄物の適切な収集・処理、不法投棄対策などにより、生活環境の美化を推進します。

政策分野 15　自然・環境
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ごみ減量化の促進

・-一般廃棄物（ごみ）処理基本計画で定めたごみ減量の取組みを具体かつ効果的に推

進するためのごみ減量化推進計画（もったいないプラン）を推進します。

・-家庭系可燃ごみにかかる一般廃棄物処理手数料を活用し、ごみの減量などに向けた

取組みを進めます。

関連計画

 ● 木津川市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（2010 ～ 2024 年度）

 ● 木津川市ごみ減量化推進計画（もったいないプラン）（2013 ～ 2025 年度）

 ● 家庭系可燃ごみ有料指定袋制導入に向けた基本方針（2017 年度策定）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

市民一人あたりの家庭系可燃ごみの排出量 434.1 ｇ／日・人 ↓

家庭系一般廃棄物のリサイクル率 26.6％ ↑

--------------------------こどもエコクラブ（水質調査）

---------------------------環境の森センター・きづがわ

政策分野 15　自然・環境




